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【背景】シンチレータとは放射線を可視光に変換する蛍光体であり，光検出器と併せてシンチレ

ーション検出器として，セキュリティや医療診断など，多岐にわたる分野において放射線検出に

利用されている．当該検出器に用いられるシンチレータ結晶製出に主として適用される手法は，

融液からの成長であり，高コストという欠点をもつ．これに対し，溶媒蒸発法は，使用装置

の簡便性と低温プロセスゆえの低コストという利点を有する．我々はこれまでに，本手法に

よって Sb3+を添加した Cs2HfCl6シンチレータ結晶の合成に成功し，さらに，同添加により当

該結晶のシンチレーション減衰時間が短縮することを明らかにした 1)．本研究では，新たな

シンチレータ材料の探索として，Cs2HfCl6と類似した電子配置を有する Rb2HfCl6に Sb3+を添

加したシンチレータ結晶を溶媒蒸発法により合成し，その性能評価を行った． 

【実験内容】出発原料としての溶質には，RbCl(3N)，HfCl4(3N)，及び SbCl₃(3N)を，溶媒には HCl 

aq (36 wt%) を用いた．SbCl3の添加量を，HfCl4の分量に対して 0，0.5，1.0，1.5， 2.0， 3.0及

び 5.0 mol%とした．これらをスクリュー管瓶に移し，温度を 80℃に設定したホットスターラーで

加熱・攪拌した．溶質が完全に溶解したところで攪拌を止

め，100℃での加熱で溶媒を蒸発させた．析出した結晶を

洗浄し，そのシンチレーション性能を評価した． 

【結果と考察】Fig. 1に，X 線励起ラジオルミネッセンス

(XRL)スペクトルを示す．340–600 nmと 550–800 nm に二

つの発光帯が観測された．発光波長に基づいて，前者は

母材中の[HfCl6]2-錯体による発光 2)，後者は[SbCl5]2-によ

る自己束縛励起子発光 3)と考えられる．Table 1に，シンチ

レーション減衰時定数の Sb3+濃度依存性を示す．Sb3+添加

濃度の増大により，シンチレーション減衰時間が短縮され

た． 
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Fig. 1 XRL spectra of 

Sb3+–doped Rb2HfCl6 

Sb³⁺濃度[mol %] τ1 [µs] τ2 [µs]

undoped 1.89 (60%) 7.25 (40%)

0.5 1.82 (62%) 6.71 (38%)

1.0 1.21 (66%) 8.13 (34%)

1.5 1.18 (68%) 5.52 (32%)

2.0 1.25 (61%) 6.17 (39%)

3.0 1.09 (64%) 5.46(36%)

5.0 1.01 (69%) 4.81(31%)

Table 1 Decay time constants  

of Sb3+–doped Cs2HfCl6 

Ka※カッコ内は蛍光強度比 
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